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【手続補正書】
【提出日】平成23年3月9日(2011.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁層を備え、該絶縁層が、ポリオレフィンポリマーと、非局在化電子構造を有する電
圧安定剤とを含む電力ケーブル。
【請求項２】
　前記電圧安定剤が、カロテノイド、カロテノイド類似体またはカロテノイド誘導体であ
る、請求項１に記載の電力ケーブル。
【請求項３】
　前記電圧安定剤が導電性ポリマーである、請求項１に記載の電力ケーブル。
【請求項４】
　非局在化電子構造を有する電圧安定剤を含む組成物を用いること；および
　前記組成物により電気トリーイングの量を抑制すること
を含む、電気トリーイングの抑制方法。
【請求項５】
　前記電圧安定剤が、カロテノイド、カロテノイド類似体またはカロテノイド誘導体であ
る、請求項４に記載の方法。
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